
年度 学年

2022 中１

教科

科目(授業名)

単位数

区分

授業概要

到達度目標

教科書

補助教材

参考図書など

課題

成績評価方法

前期中間 前期期末 後期中間 学年末

なし なし なし なし

①目で見た対象の情報を正しく手に伝え、正確に描く（初級）。

②自分で用意したモチーフの画面配置を考え、構図の取り方を経験させる。

美術科

美術

週１時間

必修

　小学校の図工時代に「絵を描く」ことに苦手意識や抵抗感を持ってしまう人は意外に多いも
のです。それは、自分がイメージしているものとかけ離れた作品が出来上がってしまう不満が

原因のひとつです。美術ではまずテクニックを教え、自信をもって描くための準備を行います。

多くのテクニック（技術）を学べば、頭の中にあるイメージをそのまま表現することができるから

です。課題に取り組む中で、テクニックを学びながら「時間はかかるが苦労はしない」という制

作過程を体験し、達成感のある経験を積んでいきましょう。

「美術１」光村図書

なし

絵画　：下書き　20％、デッサン　20％、着彩　20％、構図　20％、文字表現　20％

工芸　：デザイン　20％、型抜き　20％、塗り　20％、削り　20％、仕上げ加工　20％

定期試験

夏休み課題：螺鈿手鏡下地を完成させる



学期

授業計画

学習内容 備考

つぶれた缶を描く

アクリル絵の具の使用法

を学ぶ。

見た事も記憶にもない形

を素早く描く方法を学ぶ。
金属の表現方法を学ぶ。

前期期末試験

螺鈿の手鏡

銅版画

貝の貼り付けと仕上げの
指導

伝統工芸について学ぶ。
エッチング技法の指導

後期中間試験（学年末試験）
後期

前期中間試験

螺鈿手鏡

土台作りの方法を学ぶ。

貝の型取りを学ぶ。

均一の磨きの重要性を学
ぶ。

均一の塗りの重要性を学

ぶ。

色彩論

雑誌の表紙制作（横顔の自画像）

色と光について学ぶ。

伝統色について学ぶ。

色の特徴を学ぶ。

構図を学ぶ。

肌色や背景の色の表現を
学ぶ。

学年末試験


